
団体名： 稲沢商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 113.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 47.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 126.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 82.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 116.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 112.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
巡回・窓口指導は、910事
業所、延べ1,332事業所に
対し、巡回や窓口で支援
を行った。巡回指導では
補助金情報などを事業者
に届けたり、生の声で況
を伺うことができた。ま
だ事業承継でわずかでは
あるが訪問をしている。

実績
数値

40

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

講習会事業
（県費事業）

変化する経済環境への対応に
苦慮する小規模事業者に対
し、基本的な知識・技術の取
得や時事的な問題への啓蒙、
ならびに経営上で直面する問
題解決に向けた個別専門相談
により事業所の質的向上と円
滑な事業運営に資する。

集団
経営革新1回2人/環境対策
4回8人/労働1回0人
延参加小規模事業者数10人
個別
金融12回10人/税務8回52人/
労働6回0人/その他4回4人
延参加小規模事業者数66人

小規模事業者

指標

延参加事業者数

指標

目標
数値

1200
実績
数値

1356
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度も未巡回事
業所や事業主が65
才以上の事業所の
訪問を中心に巡回
指導を実施する。

巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者に対し、巡回・
窓口（オンライン含）の手段
を用い、業況や経営諸問題の
早期解決や事業計画策定と実
行支援に努める。また集団・
個別指導等として金融・経
営・労務・税務において話題
性のあるテーマでのセミナー
の実施や個別専門家による相
談会を開催する。これらによ
り経営改善普及事業の更なる
普及と利用促進を図る。

◎巡回指導実企業数　569社
(うち非会員数29件)
◎巡回指導延件数　711件
(うち非会員数29件)
◎窓口指導実企業数　341社
(うち非会員数23件)
◎窓口指導延件数　645件
(うち非会員数23件)
◎課題解決提案件数　40件
(経営指導員4名×10件)
◎経営革新承認件数　0件
(経営革新0件)

記帳継続指導事業
（記帳機械化）

個人事業主を対象に正しい記
帳方法の指導と源泉事務や決
算・確定申告の指導を行い、
適正な税務申告と経理の自計
化や計数管理により経営力の
向上を図る。

記帳継続対象事業所
47事業者
記帳機械化対面指導延回数
519回
指導日数　307日 小規模事業者

指標
指導延回数

小規模事業者の経
営に役立つ話題性
の高い内容のセミ
ナーを実施する。

目標
数値

160
実績
数値

76
目標
数値

実績
数値

事業継続力強化セミ
ナー・相談会において、
２事業者申請支援ができ
た。個別相談は、法律相
談や商標相談の例年より
利用があり身近な相談先
として今後も随時開催を
行う。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者等
育成事業

小規模事業者の振興・発展を
図るため若手後継者の育成支
援を通じ、経営の資質向上や
事業承継、また地域社会の活
性化に寄与する。

１．青年部事業　開催回数43
回（参加延数　325名）
「うち事業開催内訳」
①SNS活用セミナー開催14人
②全国大会への参加 4人
２．女性会事業　開催回数28
回（参加延数　186名）
「うち事業開催内訳」
①事業承継セミナー
開催1回 11人
②全国大会への参加 1回4人
③チャリティーコンサートの
開催1回116人

青年部
女性会会員

（小規模事業
者）

指標

事業開催延参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青色申告65万円控
除を目指す事業者
に対し、記帳機械
化・記帳継続指導
に勧誘を積極的に
勧める。

目標
数値

410
実績
数値

519
目標
数値

指標

パソコン会計を身につけ
65万円控除を受けるため
に記帳継続指導を希望さ
れる方が多い。３年の卒
業を待たずに卒業される
方もおり、今後ますます
パソコン会計の基礎を学
ぶ場として利用を期待し
たい。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興祭事業
（あじさいまつ
り）

平成4年より稲沢あじさいま
つりは、大塚性海寺の敷地内
の稲沢市歴史公園にて開催さ
れている。期間中は県内外か
ら平日・休日問わず観光客を
集客しており、地域振興に繋
げ商工業の発展に寄与する。

事業実施による延来場者数
41,000名
事業内容　特産品販売、稲沢
市PRブース、文化財開放
事業実施　令和7年5月31日
(土）～6月15日（日）

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部・女性会そ
れぞれの昨年度事
業実績に合わた目
標値に変更する。
魅力あるセミ
ナー・イベントを
開催していく予
定。

目標
数値

152
実績
数値

149
目標
数値

指標

青年部・女性会の事業を
通じ、自己研鑽の機会を
得ることで、経営者自身
の資質向上に繋がった。
イベントも開催すること
ができ地域の活性化にも
寄与することができた。
さらに活動のＰＲを行い
ながら、市内の若手・女
性経営者に対し、新規の
会員獲得に繋げている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

目標
数値

50000
実績
数値

41000
目標
数値

延来場者数
指標

開催期間も長く、平日に
も関わらず市内外から多
くの来場者があるが、今
年は来場者が落ち込ん
だ。特産品販売等の出展
業者や地域の飲食店に
とって良い効果をもたら
している。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

地域振興祭事業
（夏まつり）

平成8年度に実行委員会主体
により稲沢公園にて市民夏ま
つりを開催してきた。平成28
年度から、新実行委員会を構
成し、祖父江サリオパーク周
辺を会場として花火イベント
を行う。

事業実施による延来場者数
58,000名
事業実施　ステージ、フリー
マーケット、特産品販売
事業実施　令和7年8月24日
(日)

小規模事業者

指標
延来場者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

開催期間の変更が
あり、メインの2
日間を中心にイベ
ントが開催された
ことによる変更を
する。

地域振興祭事業
（稲沢まつり）

まつりの歴史も長く、今では
秋の市民まつりとして定着し
毎年10月中旬に開催してい
る。ステージイベントや市内
の企業ブースも充実し多くの
来場者で会場が賑わうまつり
である。

事業実施による延来場者数
56,000名
事業実施　ステージ、企業な
らびに諸団体の展示販売
事業実施　令和7年10月18日
（土）・19日（日）

小規模事業者

指標
延来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

来場者は、当日の
天候に左右されて
しまうため晴天を
期待したい。

目標
数値

50000
実績
数値

58000
目標
数値

指標

稲沢の花火大会として認
知され、多くの人が集う
祭として定着した。市内
の祖父江地区で行われる
ものの、当会員出展業者
も出展し集客にも貢献し
ている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年度も多くの出
展者が参加できる
よう調整をする。
限られた予算のな
か、多くの来場者
に来ていただける
ようイベントの充
実を図る。

目標
数値

50000
実績
数値

56000
目標
数値

指標

今年は市内にあるＪＲ貨
物稲沢駅100周年とタイ
アップをしたため、大勢
の来場者が訪れ賑わいを
創出できた。市内の事業
者を中心とした出店者や
近隣の事業者への集客に
貢献している。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値



団体名： 稲沢商工会議所

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 84.4 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 95.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 89.1 ％） （達成度 ％） Ｃ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 109.1 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 140.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 56.5 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

観光振興事業 当地域では、1200年以上の歴
史がある天下の奇祭「国府宮
はだかまつり」や文化財・歴
史遺産の宝庫であり、全国で
も指折りの植木・苗木の一大
生産地でもある。市内の観光
資源を広く情報発信し、特産
品開発と様々なイベント会場
での販売を通じた文化振興や
賑わいづくりにより、地場産
業の底上げを図る。

１．観光産業や資源の情報発
信事業支援
２．観光イベント（あじさい
まつり、梅まつり等）への事
業者出店支援　10回
３．いなざわ特産品認定委員
会開催、特産品認定商品の認
定数　38商品

小規模事業者
を中心とした
商工業者なら
びに一般消費

者

指標

特産品認定商品数

情報収集・提供事
業

商工会議所ネットワークを活
用して、各地域の景気動向を
毎月調査し、リアルタイムの
景気観測情報を小規模事業者
へ情報提供する。

１．ＦＡＸ・メールによる調
査
毎月1回対象 3事業所　延11
社
市内景況調査 四半期ごとに
実施　延べ回答数 217社

小規模事業者

指標
市内景況調査延事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

特産品を新たに認
定する年に当たる
ため目標を特産品
認定商品数に変
更。

目標
数値

45
実績
数値

38
目標
数値

指標

3年前からの特産品の継続
認定品が減ったため、全
体として特産品認定数は
減ってしまった。イベン
トの場でのＰＲやふるさ
と納税の返礼品の採用等
に力をいれ、事業者の販
売拡大に貢献をしていき
たい。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

商談会事業 地域商談会やアライアンス
パートナー発掘市事業、ザ・
ビジネスモールへ参画し、企
業交流の場を提供する。企業
のビジネスチャンスの場を創
造し、取引の拡大に繋げる。

１．地域商談会参加企業数
6社
２．ｱﾗｲｱﾝｽ･ﾊﾟｰﾄﾅｰ発掘市事
業参加企業数　10社
３．ザビジネスモール活用事
業者　15社
４．異業種交流会参加企業数
18社 20名

地域内
中小・小規模

事業者

指標

商談会参加延企業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

アンケート回答数
が減少傾向にある
ため、窓口相談者
等へ依頼する。

目標
数値

240
実績
数値

228
目標
数値

指標

四半期ごとに市内景況調
査を実施し、会報誌や
ホームページにて公表し
た。サンプル数は少ない
ものの市内の同業者の景
況感を知ることができ、
自社の経営判断に役立っ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業 地域企業の就労者確保や定着
促進を図り、意欲と能力のあ
る担い手の育成対策を推進す
る。

１．新入社員セミナー等の開
催
12社 28名
２．永年勤続従業員表彰の実
施
9社 19名
３．市内事業所の人材確保事
業　年2回　延べ73社

小規模事業者
及び中小企業
を中心とした
管内企業社員

指標

延参加数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年は増加したた
め、現在の数を保
つようにする。

目標
数値

55
実績
数値

49
目標
数値

指標

新たな取引先やパート
ナーと出会う機会を創造
しており、オンラインや
ネットの活用も実施して
いる。また、当所にて異
業種交流会を実施し、新
たなビジネスチャンスの
場を作った。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

人材育成事業 各種検定事業の推進により、
職業能力の開発やキャリア
アップを図り、将来に向けた
地域産業の健全な発展に寄与
することを目的とする。

１．珠算検定の実施　年3回
636名
２．簿記検定の実施　年3回
65名

小規模事業者
及び中小企業
社員及び市民

指標
延参加人員

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

人手不足は重要な
課題であるため、
新たな方法も模索
しながら事業を進
めていく。

目標
数値

110
実績
数値

120
目標
数値

指標

人手不足を一番に挙げる
事業所も多く、新卒者が
市内事業所に就職しても
らう機会になることを期
待している。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業 商工業事業者にて構成する部
会あるいは委員会の活動を通
じて参加企業の発展に資する
ことを目的とする。

１．部会開催　11回　95人
２．委員会　2回　27人
延べ13回 小規模事業者

を中心とする
会員事業所

指標
延回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

受験方法の多様化
によるものなのか
検定の受検者数が
減少しているた
め。

目標
数値

500
実績
数値

701
目標
数値

指標

検定の内容は、ビジネス
に直結しており、企業が
求める人材育成や、自己
研鑽のひとつの目標とし
て利用されている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業 中小企業の経営と持続的な雇
用安定を図るために、各種共
済制度の普及啓蒙により福利
厚生の充実と企業人材育成に
資することを目的とする。

共済事業の推進
１．特定退職金共済制度 647
件
２．その他共済事業　924件 中小・小規模

事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各委員会、部会活
動により、事業者
の抱える問題を伺
う機会のため活発
に活動する。

目標
数値

23
実績
数値

13
目標
数値

指標

委員会・部会は、同業種
で構成されており、業界
の情報交換や意見の集約
の場となっている。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

1600
実績
数値

1571
目標
数値

延加入者数
指標

従業員退職金制度は、従
業員定着や企業の福利厚
生の充実に役に立ち、企
業や経営者のリスクに対
応した共済は、経営の安
定化に貢献している。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

減少傾向にあるた
め、ＰＲ等に努め
加入者を増やし、
減少幅を減らして
いきたい。



団体名： 稲沢商工会議所

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

労働保険事務組合
支援事業

労働保険事務組合事業は、事
業者の委託を受けて、事業主
に代わり労働保険料の申告納
付と労働保険に関する情報提
供や各種届け出の事務手続き
を行っており、事業主の事務
負担軽減や、労働保険適用促
進、労働保険料の適正な徴収
に繋がるため、事務組合事業
の支援をする。

１．委託事業場 275事業所
２．うち新規委託事業場
　               2事業所
３．一人親方委託事業場
               154事業所
４．うち一人親方新規委託事
業場
　              18事業場
 合計429事業場

中小・小規模
事業者

指標

委託事業場

税務関係団体支援
事業

税務行政支援団体である青色
申告会・法人会組織の活動サ
ポートと事業運営を支援する
ことにより、行政団体はじめ
地域社会への貢献に寄与し、
地域商工業者の経営安定に資
することを目的とする。

１．稲沢市青色申告会
会員数181事業所
複式簿記による自己記帳の推
進と適正申告指導及び組織強
化
２．（公社）一宮法人会稲沢
支部　会員数473社
国税・地方税の租税教育の推
進と組織強化

中小・小規模
事業者

指標

会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

ここ数年、当所へ
の委託事業所は、
微増していること
から、委託事業場
を増やしていきた
い。

目標
数値

430
実績
数値

429
目標
数値

指標

労働保険への加入促進
と、情報の提供、労働保
険料申告を行う事務組合
を支援することで、法令
遵守、事務の効率化など
に役立っている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

小規模事業者
を中心とする
商店街等組織

指標

デジタル商品券参加事業者
数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

稲沢市青色申告会
の会員数は毎年、
減っており、目標
値を下げている。
当所の確定申告支
援にも限界がある
ことから、青色申
告会と協力をしな
がら確定申告支援
を行う必要があ
る。

目標
数値

650
実績
数値

654
目標
数値

指標

青色申告会や法人会の支
援を通じ、税への理解を
深め、青色申告や電子申
告の推進や、インボイス
制度への対応等を周知を
行った。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商品券は市内で利
用されるため市内
事業者に売上増と
なるチャンスがあ
ることををＰＲ
し、参加店舗が増
えるよう努める。

目標
数値

600
実績
数値

591
目標
数値

指標

小売・サービス業の廃業
が相次ぎ、弱体化する商
業団体を支援すること
で、地域の活性化を保つ
役割を担っている。
「大売り出し」を各商店
街、共同で開催し、抽選
会を実施した。
また商業団体に協力を得
て、市のデジタル商品券
事業に協力し、市内の消
費拡大にも貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

産業団体等支援事
業

稲沢市商業協同組合や稲沢市
商店街連合会、管内各商店街
ならびに発展会の活動サポー
トと事業運営に協力し、地域
の商業振興の活性化と組織基
盤強化、地域の消費喚起を図
る。また稲沢市が行うデジタ
ル商品券事業に協力すること
で市内事業者のＰＲや店舗の
デジタル化を推進する。

商業団体加入延会員数94事業
所
１．稲沢まつり協賛の大売り
出し事業への支援
参加事業数24社
２．商業協同組合の共通商品
券発行事業への支援
３.デジタル商品券（いな
PAY）事業
参加事業者数591社


